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ホバークラフトを作ろう 

ホバークラフトまたはホーバークラフト（英語
えいご

: Hovercraft）とは 

日本語
にほんご

では「ホバークラフト」「ホーバークラフ

ト」の両方
りょうほう

が使われ
つか

ています。アメリカ英語
え い ご

の「ホ

バー」とイギリス英語
え い ご

の「ホーバー」の違い
ちが

からで

す。船
ふね

自体
じたい

はイギリスのブリティッシュ・ホバークラ

フト社
しゃ

の商標
しょうひょう

ですが、一般
いっぱん

名称
めいしょう

としての使用
しよう

を

認めて
みと

いるため、ホバークラフトの方
ほう

が普通
ふつう

にな

っています。圧縮
あっしゅく

空気
くうき

を下
した

に出
だ

すことで、抵抗
ていこう

が

非常
ひじょう

に小さ
ち い

くなり、時速
じ そ く

100 kmからの走行
そうこう

が可能
かのう

です。船
ふね

ですが水陸
すいりく

両用
りょうよう

であるため

陸上
りくじょう

で乗り降り
の  お

ができます。現在
げんざい

大分
おおいた

県内
けんない

で使われて
つか

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必
ひつ

 要
よう

 な も の 

１ 材
ざい

 料
りょう

 

・ 工作
こうさく

用紙
ようし

 印刷済み
いんさつ ず

                        ３種類
しゅるい

           

・ モーター（マブチ FA－130RA） 
 

                   １個
   こ

 

・ 乾電池
かんでんち

（単
たん

３） 
 

                                   ２本
  ほん

 

・ 単
たん

３乾電池用
かんでん ち よう

ホルダー（スイッチ付き
つ

）                １個
こ

 

・ プロペラ（3枚
まい

羽根
は ね

 直径
ちょっけい

８cm）                      １個
こ

 

・ ジッパー式
しき

ポリ袋
ぶくろ

（１０号
ごう

 0.08ｍｍ ２４cmx３４cm）       １枚
まい

 

・ 角材
かくざい

（４ｍｍ角
かく

×24cm、４ｍｍ角
かく

×１０cm）           各
かく

２本
 ほん

 

・ クリップ                                 １個
 こ

 

２ 道
どう

 具
ぐ

 

両面
りょうめん

テープ（幅
はば

１５mm）  ビニルテープ  セロハンテープ  はさみ   

カッター  カッターマット  サインペン  ボールペン  定規
じょうぎ

  ボンド 

出典ウィキペディア 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E8%8B%B1%E8%AA%9E
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◎ 作り方
つく  かた

 

１ 工作
こ う さ く

用紙
よ う し

の準備
じゅんび

 

 工作
こう さく

用紙
 よう  し

に印刷
いんさつ

している
 

赤色
 あか いろ

の線
せん

を切り取る
 き     と

。 

A 本体
ほんたい

  B 保護
ほ  ご

カバー  C 風除け
かぜ よ

（図
ず

１）  D モーター台
だい

    E 運転
うんてん

台
だい

 

 

２ スカート部分
ぶぶん

の作成
さくせい

 

① カッターマットにジッパー式
しき

ポリ袋
ぶくろ

（以降
い こ う

ポリ袋
ぶくろ

）をセロハンテープでとめ（図
ず

2）、 

設計図
せっけいず

を下
した

に入れ
い

、サインペンで線
せん

をなぞる。（図
ず

3） 

② Aの縁
ふち

の内側
うちがわ

に両面
りょうめん

テープを一周
いっしゅう

はり（図
ず

４）、ポリ袋
ぶくろ

の

中央
ちゅうおう

の長方形
ちょうほうけい

部分
ぶ ぶん

をカッターで切りぬく
き

。（図
ず

5） ジッパー

の余分
よぶん

な部分
ぶぶん

を切り取る
き   と

。（図
ず

3） 

 

③ 両面
りょうめん

テープの内側
うちがわ

に沿って
そ

の余分
 よぶん

なポリ袋
ぶくろ

部分
ぶぶん

をはさみで

切りぬく
き

。          

 

３ 本体
ほんたい

部分
ぶぶん

の作成
さくせい

 

① Aの通気
つう き

口
こう

をコの字
 じ

に切り
 き

、上側
うえがわ

に折
お

る。（図
ず

6） 

② Cを作成
さくせい

し、背面
はいめん

を通気
つ う き

口
こ う

部分
ぶぶん

の工作
こ う さ く

用紙
よ う し

に両面
りょうめん

テープで貼る
は

。（図7,8,9） 
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③ Dを折線
おりせん

に沿って
 そ

曲げ
 ま

、両面
りょうめん

テープでモーターを固定
こ  てい

する。リード線
せん

は下側
したがわ

にくるよう 

 にする。図
ず

10） 

④ 角材
かくざい

を 4ヶ所
か し ょ

ボンドで貼り付ける
 は   つ

。（図
ず

11） 

⑤ Bを折り曲げ
 お   ま

、両面
りょうめん

テープで貼る
は

。（図
ず

12,13） 

⑥ 本体
ほんたい

Aが両面
りょうめん

テープ からずれないようにポリ袋
ぶくろ

と接着
せっちゃく

させる。 

 

４ モーターと電池
でんち

ボックスの取り付け
 と   つ

 

① モーターにプロペラを奥
おく

まで差込み
さし こ

、回転
かいてん

を確認
かくにん

してからモーターと電池
で ん ち

ボックス

の線
せん

をビニルテープで巻く
ま

。（図
ず

14） 

② 通気
つう き

口
こう

と接触
せっしょく

しないように、モーター台
だい

を両面
りょうめん

テープで固定
こ て い

する。（図
ず

15） 

③ 電池
で ん ち

ボックスを両面
りょうめん

テープで固定
こ て い

する。（図
ず

16） 

 

５ 方向
ほうこう

舵
だ

の作成
さくせい

（つけなくてもよい） 

① クリップを加工
 か こう

する。（図
ず

17） 

② 両面
りょうめん

テープの工作
こう さく

用紙
 よう し

にクリップをはさみ、爪
つめ

でよくこすり、ク

リップをしっかりと貼り合わせ
 は   あ

、余分
 よ ぶん

なところを切る
き

。（図
ず

18） 

③ 箱
はこ

の上
うえ

にセロテープで固定
こ  てい

する。（図
ず

19） 

 

図14 図15 図16 

図17 
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図18－2 

図18－6 
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④ 糸
いと

を方向
ほうこう

舵
だ

の溝
みぞ

に通し
とお

、たるまないように保護
ほ ご

カバーBにホチキスでとめる。（図
ず

20） 

 

６ 滑走
かっそう

準備
じゅんび

 

① 左右
さ  ゆう

が水平
すいへい

にならない場合
ば  あい

は電池
でんち

ケースの位置
 い ち

で調節
ちょうせつ

する。 

② 隙間
すき ま

のない平面
へいめん

で走らせる
はし

。 

 

７ 工夫
 く ふう

した点
てん

や気づいた
 き

ことを書こう
 か
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